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GitHub Sponsors、資金提供者のみに
リポジトリを公開する機能を搭載

〜支援金額のカスタム設定など、そのほかの機能も拡張〜

オープンソースプロジェクトおよびビジネスユースを含む、ソフトウェアの開発プラットフォー
ムを提供するGitHub, Inc.（本社：米国サンフランシスコ）は、2月2日（米国現地時間）に、
GitHub Sponsorsの新機能について発表しました。

GitHub Sponsorsの誕生以来、GitHubはその内容を大幅に拡大してきました。ユーザー同士
が互いをサポートできるようにしたほか、Organizationによるスポンサーシップの作成と資金
援助の受け取りを可能にし、サービスの対象国も新たに増やしています。

GitHubは新たに、資金提供者（スポンサー）に限定公開されるリポジトリの提供を開始しま
す。この新機能により、開発者はスポンサーと関わる上で、さらに多くのオプションを利用で
きるようになります。

スポンサー限定公開のリポジトリ

GitHub Sponsorsを利用している開発者やOrganizationは、スポンサーシップのレベルごと

に、プライベートリポジトリを作成できるようになり、対象の資金提供者（スポンサー）にリポ

ジトリへのアクセス権を付与できます。また、リポジトリへの招待はGitHubによって自動処理

されるため、リポジトリを設定した後の作業は必要ありません。つまり、多くのユーザーがこ

れまで手動で行っていたことが、GitHub Sponsorsのフローの一部となります。

スポンサー限定公開リポジトリの活用例：

● Sponsorware：特定のスポンサー限定のプロジェクトを作成

● ディスカッション：GitHub DiscussionsまたはIssueを通じて、特定のスポンサーとコミュ

ニケーションを取ることが可能



● 早期アクセス：オープンソースとして公開する前に、特定のスポンサーにソースコー

ドを確認してもらうことが可能

それぞれの詳細については、ドキュメントをご覧ください。

最小金額の変更

スポンサーシップの金額の変更にも対応しています。スポンサーシップのレベル設定をより

詳細に管理し、支援の最小金額を独自に設定できるようになりました。

消費税

トランザクションの出力に、場所とVAT（間接税）情報が含まれるようになり、支援金額に対

する税額の計算に活用できます。

スポンサーの誘致を促進

GitHub Sponsorsを有効にしている開発者が、より多くの資金提供を受けられるよう、Issuesに

開発者への支援を促すメッセージが表示されます。（Sponsorボタン）

ウェルカムメッセージ

https://docs.github.com/ja/sponsors


スポンサーシップのレベルごとにカスタムメッセージを作成できるようになりました。新たに

スポンサーになった個人や企業に対して、各メッセージが表示されます。開発者は新しいス

ポンサーを歓迎し、資金提供を受けているプロジェクトの運営に関する情報を伝えることが

できます。

トランザクションのメタデータ

スポンサーページのURLに、メタデータを追加できるようになりました。これにより、新しいス

ポンサーが該当プロジェクトに興味を持ったきっかけを知ることができます。例えば、開発

者が自身の取り組みについてツイートする際に使う特定のメタデータを、URLに含めること

ができます。収集されたメタデータは、トランザクションの出力で確認可能です。

今後について

GitHub Sponsorsは、より多くの企業が自社の依存するオープンソースプロジェクトをサポー

トする方法を、今後も提供していきます。GitHubでは毎週、数多くの企業と協力し、ベータプ

ログラムの向上に努めると同時に、オープンソース・エコノミーへの資金提供に関する問い

合わせを<sponsors@github.com>にて受け付けています。

スポンサー対象のプロジェクトを見つけ難いという意見も頂いているため、今後は対象プロ

ジェクトを容易に見つけられるよう改善して参ります。これは資金提供者とメンテナー双方

に影響を及ぼすことであり、この課題を解決することで、コミュニティ内で依存関係の検証を

簡潔に行えるため、サポート対象を速やかに決定することが可能になります。また、GitHub

Sponsorsを利用するメンテナーは、オーディエンス、コミュニティ、そして全体的な資金調達

の可能性を拡大できるようになるでしょう。



GitHubでは、こうしたアップデートこそ、開発者がオープンソースの領域でキャリアを伸ばし

続けるための力になると考えています。各機能の活用方法や、追加を希望される機能など

があれば、フィードバック用のGitHub Discussionsでお知らせください。

GitHub Blog
英語
https://github.blog/2022-02-02-new-sponsors-only-repositories-custom-amounts-and-more/

日本語
https://github.blog/jp/2022-02-09-new-sponsors-only-repositories-custom-amounts-and-more/

GitHubに関する情報は、こちらからもご覧いただけます。
Blog： (英語) https://github.blog (日本語) https://github.blog/jp
Twitter： (英語)  @github( https://twitter.com/github )　　　

(日本語)  @GitHubJapan( https://twitter.com/githubjapan )

【GitHub について】https://github.co.jp
GitHub（ギットハブ）は世界で7,300万人にのぼる開発者および400万以上の組織に利用されるソ
フトウェア開発プラットフォームです。プログラミング環境にオープンな会話と協調を重んじるコミュ
ニケーションによって、コラボレーションを促進する開発環境を提供しています。これらの開発を実
現するワークフローで必要となるコードレビュー、プロジェクトおよびチームマネージメント、ソー
シャルコーディング、ドキュメント管理などに、これまで以上の効率性と透明性をもたらし、より高速
かつ品質の高いソフトウェア開発を支援しています。
GitHubは多様なユースケースに適した開発プラットフォームを用意しており、オープンソースプロ
ジェクトから企業における機密性の高いソフトウェア開発までに対応できます。無料で利用できる
パブリックリポジトリは、オープンソースプロジェクトにて多く利用されています。プライベートリポジ
トリが利用できる有償サービスとして GitHub Enterpriseや GitHub One などのプランも提供してい
ます。2008年に米国サンフランシスコで創業したGitHub,Inc.は、初の海外支社として、2015年に日
本支社を開設しました。

【製品／サービスに関するお問い合わせ先】
ギットハブ・ジャパン営業およびサポート窓口　Email: jp-sales@github.com
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